
Bridging the gap between science and application : 研究と現場の橋渡し役として 

 

NSCAジャパン 活動実績 

 

実施年月日 ２０１６年６月１９日（日曜日） 

事業名 NSCA ジャパン S&C フォーラム 2016 

後援 

京都府、京都市、京都府教育委員会、京都市教育委員会、公益財団法人 日本体育協会、公益

財団法人 京都府体育協会、公益財団法人 京都市体育協会、公益財団法人 日本陸上競技連

盟、一般社団法人 京都陸上競技協会 、公益財団法人 健康・体力づくり事業財団、健康日本 21 

推進全国連絡協議会、スマート・ライフ・プロジェクト、特定非営利活動法人 日本健康運動指導

士会、公益財団法人 笹川スポーツ財団、一般社団法人 日本アスリート会議、公益財団法人 体

力つくり指導協会、公益社団法人 日本フィットネス協会、特定非営利活動法人 日本 SAQ 協会、

京都大学、京都産業大学、鹿屋体育大学 

会場 京都劇場 （京都府京都市下京区） 

講演者 

森谷 敏夫 氏(京都大学名誉教授、京都産業大学・中京大学客員教授、NSCA ジャパン理事長) 

松尾 彰文 氏(鹿屋体育大学教授) 

谷川 聡 氏(CSCS, 筑波大学准教授、アテネオリンピック代表、110 メートルハードル日本記録保

持者) 

開催趣旨 

講師各々が専門分野における研究や知見に基づいた内容の講演を行うことで、 NSCA 会員およ

び他団体からの参加者に対して、ストレングス＆コンディショニングの重要性についての研修・教

育機会となった。 

来場者 約５００名 


